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１．はじめに

東南アジア大陸部では、タイ、ラオス、ミャンマー、

カンボジア、ベトナム、そして、西南中国の各地域に

おいて､伝統的土器づくりが残置されている（第１図・

楢崎ほか2000）。各地域の生産様式及び製作技術に関

する内容についても、地域間の異同が見られる。その

ため、地域間関係の下敷きとなっている民族間関係を

整理することで、各地域の伝統的士器づくりの系譜を

理解できるかもしれない。県や村といった小地域、あ

るいは､村落や世帯を単位として､地域性及び民族`性、

そして、歴史性を見計らうことが必要である。タイ王

国においても、北部と中部、そして、東北部における

伝統的土器づくりの内容が異なる。

2006年12月から2007年１月にかけてのフィールド調

査では、東北部において、タイ・ラオ族をはじめとす

るタイ語系諸民族を対象として、伝統的土器づくりの

観察及び聞き取り調査を行った。とくに、マハサラカ

ム近郊のバン・モーという村落を参観し、生産様式及

び製作技術を整理した。１）材料として、Chuａ（チュ

ア）という焼き粉を混和する素地製作、２）Cylinder

（シリンダー)といわれる円筒状の一次成形体の製作、

３）「低密閉・薪多用型」の覆い型野焼きという３つ

の大きな特徴が見られた（小林ほか2006）。

本稿では、ＭｏｗＮａｍ（モー・ナム）、つまり、水甕

の製作過程を中心的に取り上げて、粘土採掘、Chua製

作、素地製作、成形、乾燥、焼成、販売等に関する知

見を取りまとめ、バン・モーにおける伝統的士器づく

りの生産様式及び製作技術を詳らかにしたい。また、

タイ・バーツ危機以降の経済成長によって、バン・モ

ーをはじめとする農村部においても、経済事情の劇的

な変化が見られるようになった。経済的・社会的適応

の結果、生活様式の現代化を促進し、伝統的土器づく

りの生産様式及び技術的内容も少なからず変容してい

ることから、今後の行方も見通しておく必要がある。
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第１図東南アジア大陸部の伝統的土器づくり

（楢崎ほか2000抜粋一部改変）

２．イサーンにおける民族間関係と琿境適応

２－１．タイ王国の民族間関係

タイ王国では、南西中国、ベトナム、ラオス、ミャ

ンマー、インドに分布するタイ語系諸民族が支配的民

族である。同国における非タイ語系諸民族は、少数派

であり、国籍も付与されなかった経緯がある。しかし

ながら、1949年、中華人民共和国の成立、1950年代か

ら60年代のラオスの共産主義化、ミャンマー国境にお
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ている。ただし、中部のチャオプラヤーデルタと比較

して、きわめて低い生産力である。また、年間降水量

は、1,200～1,500mm程度であり、年間平均雨量が最も

少ない地域である。そのため、イサーンのほとんどの

地域では、乾季における水不足が恒常化している。ま

た、人工潅概の整備が遅れており、水稲耕作は、連作

が難しい事`情がある。また、コラート高原は、砂礫台

地の扇状地を形成している｡また､地表面の近くには、

厚さ1,000mを超える岩塩層が積層している。アグリピ

ジネスの急激な展開に伴って、大規模な森林伐採を行

うことで、耕地拡大が目論まれたものの、これによっ

て、岩塩層が表出し、田畑で塩害を惹き起こすことに

なった。しかしながら、近年、急速な経済発展に伴っ

て、社会資本整備が進展し、Ｆｕａｉ（ファーイ）といわ

れる井堰や溜池が建設されるようになった。これまで

天水田であったが、潅概事情が改善されることで、塩

害の小さい地域では、乾季灌概水稲作を実施するよう

になり、２期作まで連作可能となっている。マハサラ

カム近郊では、未だ、５月～12月にかけての雨季水稲

作、１期作である。５月、華耕し、手植えで田植えが

行われる。近年は、トラクター等がチャーターされる

こともある。栽培種は、糯米及び糧米の両方が作付さ

れるものの、水利をはじめとするそれぞれの地域の生

産条件にあわせて選択される。１２月、雨季が明けてか

ら、刈り入れられる。高刈りであり、切り株は、水牛

の食餌にするか､４月まで放置してから､火入れする。

また、コンバインを借り上げて、集約的稲刈りを行う

こともある。１２月以降の乾季中が農閑期となり、限ら

れた地域では、サトウキビ、トウモロコシ、そして、

スイカ等の換金作物が栽培される。また、高刈りで残

された根株を利用して、家内制的酪農が展開されるこ

ともある。しかしながら、乾季の最盛期の暑季になる

と、こうした生産活動も停滞し、専ら、出稼ぎと土器

づくり等の手工業生産が展開されるようになる。

けるカレン族独立運動等の周辺事態の緊張を受けて、

モン族をはじめとする非タイ語系諸民族、“チャオ・

カオ，，といわれる北部の山地少数民族、そして、首都

バンコクの人口主体である華人等移民グループに対し

て、同化政策が急がれた。山地少数民族に対しては、

森林保護対策、阿片撲滅対策もあわせて、焼畑農耕民

及びケシ栽培民の実態を把握しながら､共通言語教育、

仏教化政策、定住化政策が進められた。

２－２．東北タイの民族間関係

東北タイは、海抜標高150～200ｍの勾配が緩やかな

コラート高原を中心とする地域である。北部は、ラオ

ス、南部は、カンボジアと接境している。コラート高

原は、西部がペッチヤブーン山脈‐ドン・パヤージュ

ン山脈、南部がサンカンペーン山脈一ドンラック山脈

で隔絶されている。そのため、バンコクを中心とする

中部タイや北部タイ、そして、カンボジアとは、地理

的障壁がある。これに対して、コラート高原を東流す

るチー川とその支流であるムーン川は、ラオス国境で

メコン川と合流し、ラオスとは、地理的空間が接続さ

れ、文化、言語、そして、宗教等において共通の生態

的特徴がある。そのため、東北タイでは、メコン川水

系を介しての地理的近縁性を下敷きとして、ラオスと

の強力な地理的、民族的、そして、局地的であるもの

の、経済的紐帯がある。民族構成を見ても、タイ・ラ

オ族が圧倒的多数派民族である。タイ・ラオ族は、イ

サーンと自称するとおり、東北タイは、イサーン地方

とも呼ばれている。イサーンとは、タイ王国の経済的

優位性を背景として、ラオスのラオ族と同朋を別つ意

識を表象している。また、タイ・ラオ族が人口主体で

あるものの、タイ・コラートタイ・ヤイ、タイ・ユ

アンといったタイ語系諸族、そして、少数民族が分布

している。ただし、東南アジア大陸部における王国の

興亡、近代国家の建設、そして、植民地化という歴史

的脈絡において、村落単位の離村と移住が繰り返され

た。そのため、民族の動態、つまり、民族構成とその

分布は、きわめて錯綜しており、村落間及び村落内の

民族間関係は、複雑な事情を抱えている部分がある。

３．バン・モーにおける伝統的土器づくり技術

３－１．粘土採掘

担い手父親あるいは息子、孫息子が粘土採掘を担当

するものの、男性が出払っている世帯は、業者に依頼

している。HO57は、息子が在村しているものの、業者

に注文し、自宅まで届けてもらっている。なお、土器

づくり職人の世帯は、Ｈ■と記載した。Ｈは、HouseNo.

の略であり、■は、世帯番号の表記とした。

採掘場所1981年、南東部のノン・ルンヴイン湖畔の

一部を埋め立てることで、迫り出した半島状の人工島

が形成されている（写真１）。粘土の採掘は、人工島

の沖合あるいは湖岸付近で行われている。

採掘方法Chuaという焼粉製作を専門とするHO94を見

２－３．イサーンにおける世帯生業と環境適応

タイ王国は、熱帯モンスーン気候であり、５月～１０

月は、雨季、１１月～４月は、乾季となる。乾季のうち、

11月～２月は、寒季、３．４月は、暑季にあたる。こ

うした気候の年間変動に合わせて、さまざまな生業及

び生産活動が展開されている。イサーンは、国土面積

の１／３を占め､田畑等の農業用地がほとんどを占める

穀倉地帯である。しかしながら、大半が酸性土壌であ

り、本来、畑作適地であるものの、水田経営が行われ
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ると、土器製作用の粘土は、沖合で、専用の擢状を呈

する掘削具で湖底の堆積層を掘り起こす（写真２）。

そして、湖中に素潜りして、切り出した塊状の粘土を

専用の小型舟（丸木舟）に水揚げする（写真３）。堆

積層の表層は、不純物を含むため、焼粉用の粘土に使

用される。焼粉用の粘土は、湖岸付近において、堆積

層の表層をバケツで汲み揚げて､練り場所に流し込む。

小売価格HO52は、小型舟１艘の容量の粘土、水喪５０

個分の粘土を60～7ＯＢで購入している。水甕１個当た

りのコストは、1.2～1.4Ｂになる。ローイエット近郊

のバン・トウータイでは、バン・モーと同じように、

２～３km離れた湖底から粘土を採掘している。業者が

介在することもあれば、世帯内あるいは親族内の男性

が採掘することもある。HO64の場合、トラック１台分

の粘土を30ＯＢで購入することがある。また､親族から

粘土を息子が180cmの摺状の掘削具を使用して､息子が

掘削し、３０ＯＢで借り上げたトラックで輸送する。
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３－２．Chuａ（焼粉）製作

担い手素地粘土に対して､Chuaを混和する(写真４)。

Chuaの製作を専門とする職人が２世帯存在する。ＨＯ９４

は､粘土採掘及びChua製作､H149は､粘土掘削及びChuａ

製作、そして、炭焼きを行っている。

製作場所人工島の南側において、出作り小屋を設営

し、小型舟、練り場、乾燥場所、焼成場所のまとまり

がある（第１図・写真５）。しかしながら、雨季の増

水期になると、人工島が水没するため、HO94は、１１月

～６月の８ヶ月間、粘土掘削及びChua製作を行うもの

の、雨季の大半は、日雇いに従事している。また、粘

土採掘と同じように、直接、土器づくり世帯がChua製

作を行っている。人工島の北側において、共同のChuａ

製作の場所があり、小型舟、練り場、乾燥場所、焼成

場所のまとまりが複数ある（写真６）。これを必要に

応じて占用し、Chua製作を行っている。2007年１月３

日は、H114がChua製作を行っていた。

製作方法HO94のChua製作を見ると、湖岸に水揚げさ

れた粘土は、掘り窪められた練り場において、粘土と

籾殻を３：ｌで、足練りで攪拝混交し（写真７）、乾燥

させる（写真８）。練り場所は、長さ1.5ｍ、幅１ｍ、

深さ20～50cmである｡乾燥させた粘土を饅頭状成形し、

表面を籾殻で衣付けする（写真９）。バン・トウータ

イでは、5,00ＯＢで購入した±練機を使用していた（写

真10）。成形された粘土は、100個を１単位として、整

然と方形配列し、約１週間乾燥させる（写真11）。

燃料及びChuaの配置HO22のChua焼成を見ると、１辺

1.5ｍを掘り窪めて､直径10cm前後の薪燃料10本２列２

段、合計40本を敷き詰める（写真12）。とくに、敷燃

料の外縁は、直径15cm前後の太い薪燃料で囲緯し、藁

爵ＨＯ９４

凡例鱸出作り小屋一小型舟鱒成形場所

鰯籾殻墓薪蕊乾燥（平置）▲乾燥（積置）
▲燃料積戟逗焼成中●焼成痕跡■炭窯

第２図Chuaの製作状況［2007年１月３日］（1/1,200）

"Chu8,, 中太薪太薪

1ｌ１１ｌｉｉＩ１１Ｉｌ１ｌ１ 
第３図Chuaの焼成配置［1/300］ (1/300） 
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写真１１“Chua”の乾燥[HO94］写真６共同の焼粉製作場所[BaMbld写真１ノン･ルンヴイン湖の人工島[＆ﾖＭｂｄ

.q電Pご…鷲

写真１２‘`Chua''の敷燃料[HO22］写真７｡Cbua”の足練り［HO94］写真２擢状を呈する掘削具で粘土掘削[HO94］

写真３小型舟に水揚げされた粘土[HO94］ 写真８“Cbua”の成形前の乾燥[HO94］ 写真１３“Chua”の焼成配置[HO22］

露

写真４“Chua”と呼ばれる焼粉の未焼成品［HO94］写又９“Chua”の饅頭状成形と衣付け［HO94］ 写真１４焼成中の“Cbua”［HO22］

」留織

写真１０“Cbua"用の士練機[Ban7botaj］ 写真１５焼成後の“Cllua”［HO22］写真５焼粉製作職人の出作り小屋[Hl49］
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写真１６椰子の殻等の雑多な掛燃料[Hl49］ 写真２ "Chua”と粘土[HOO5］ 写真２６練り上がった粘土を包む様子[HOO5］

写真１７“Chua',の粉砕加工[H149］ 写真２２粘土を褐き広げた様子[HOO5］ 写又２７ブロック状の粘土[肋 7Ｍm］ 

写真１８粗粒の"Chua”［H123］ 写真２３粘士を背割りする様子[HOO5］ 写真２８手斧で粉砕した粘土[肋７Ｍａｎ

写真１９細粒の"Cbua”［H123］ 写真２４背割りした粘土を搗き広げる様子[HOO5］ 写真２９粘土を水漬けする裏[肋ｊＭａｊ］

露
n丁１１蕊j瀧
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蕊
写真２０山積みにされた乾燥後の``Cllua'，［H114］ 写真２５水を撒きながら粘土を搗き返す様子[HOO5］ 写真3Oコンロ製作の様子[BＩｍ 7Mai］ 
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灰を土手状に盛り上げて、未焼成のChuａ300個を積み

上げる（第２図・写真13）。土器焼成と比較してやや

太めの薪を使用する。４束23kgの稲藁を覆い被せて、

点火し、３～４日放置して（写真14）、鎮火してから

取り上げる（写真１５．第５図）。なお、HO22では、土

器と同じように、ユーカリ等の良質な薪燃料を使用し

ていたが､椰子の殻等を使用することもある(写真16)。

粉砕加工H105では、まず、ピニールシートの上で、

成形で使用する当て具で粗割りしてから、杵と臼で搗

き崩す（写真17）。そして、鯖にかけて、粗粒と細粒

のChuaに選り分ける（写真１８．１９）。粗粒の焼粉は、

再度、杵と臼で搗き崩しながら、細粒の焼粉にする。

小売価格Chuaの販売形態は、未焼成のまま出荷する

場合、焼成してから出荷する場合、そして、焼成後、

粉砕加工してから出荷する場合があるが、すべて、バ

ン・モーに出荷されている。バン・モーでは、未焼成

のまま出荷する場合がほとんどである。顧客が引き取

りに来る場合、注文の数量を山積みし、目印を付けて

放置する（写真20）。100個12ＯＢで取引される。

粒である必要がない。窯焼きであるため、少々粗くて

も構わない。

３－４．成形

担い手母親が主たる担い手である。H107のとおり、

稀であるが、主力器種でない蓋等については、父親が

手伝うこともある（写真31）。

時間帯H123は、MowNamの場合、早朝５時から夕方４

時にかけて、１６個の成形体を製作する。１２月28日は、

H123の仕事納めであったことから、早朝６時から夕方

３時にかけて、８個のMowNamを成形した。通常は、１

日15個のMowNamを成形する。早朝３時あるいは４時か

ら成形を開始する職人も存在する。炊事や家事、そし

て、休憩の時間帯は、工程間で必要とされる成形体の

乾燥時間帯に割り当てられる（第１表）。

製作器種伝統的器種及び現代的器種が製作されてい

る。伝統的器種は、主として、MowNanMowKeen、Ｍｏｗ

Ｈｕｎ（モー・フンハMowThaolow（モー・サオ・ロー）

の４種類である（写真32)。MowHunは､土鍋であるが、

大型（L）のMowYai（モー・ヤイ）、小型（S）のMowgen

（モー・ゲン）、小型（SS）のMowplalaの容量別区分

がある。ＭｏｗＴｈａｏＬｏｗは、本来、蚕の繭を煮出して、

絹糸を紡ぎ出すための煮沸具として使用されていた。

また、薬を煎じるための薬缶としても使用されること

がある。また、現代的器種は、卸売業者あるいは小売

業者からの要望にあわせて、さまざまな器種が生産さ

れる。とくに、イサーンでは、食堂やレストランで使

用される土鍋と烟炉の組み合わせ、SukiYakilsan、

つまり、ThaiSukiセットの需要が高い（写真33）。ま

た、闘鶏用の血止めで使用される道具も製作されてい

た（写真34）。また、伝統的器種も生活様式にあわせ

て、形態及び文様等が変容している。現在、ＢａｎＭｏｗ

で生産されている水甕のほとんどは、有文高台付であ

ったが、HO12によれば、かつては、無文であり、やや

小さかった。また、高台も付いておらず、藁製の輪台

上に載せていたという。現在のMowKratang（モー・ク

ラタン)と大きさや形態が近似していたようである(写

真35）。ちなみに、MowKratangは、水撒き用である。

また、土器づくり世帯によって、製作器種が異なる。

大半の世帯では、現代的器種を織り交ぜながら、３種

類の伝統的器種を中心に製作している。ただし、ＨＯ２４

がMowNam､H117がMowHunの製作を専門とするとおり、

特定器種の製作に専従する世帯もある。

１日あたりの数量H123は、ＭｏｗＮａｍ（L）１６個、ＨＯ５７

は、MowNam（L）１５個を成形するが、HO91は、MowNam

（L）６個、MowNam（M）４個の成形体を製作する。こ

のように、技術的な選択や熟練度、あるいは、生産量

の目標設定や生活様式にあわせた生産様式という職人

３－３．素地製作

担い手素地作りは、母親が行うこともあるが、土器

づくり世帯の男性が出稼ぎなどで出払ってなければ、

男性が担うことが多い。HOO5の場合、息子が素地づく

りを担当している。人工島で採集、あるいは、購入し

た粘土に対して、焼粉を混和し、素地製作を行う。

時間帯早朝から夕方にかけて、成形する。その後、

翌日の成形で必要となる素地製作を行う。

製作方法HOO5を見ると、粘土とほぼ同量の焼粉をピ

ニールシートに広げて、水分が多量に含まれた状態の

粘土を加える（写真21）。足で搗き広げながら、粘土

と焼粉を練り合わせる（写真22）。後退しながら、２

分割し（写真23）、前進しながら、分割した単位を前

方向に押し広げる（写真24）。また、粘土が水分を多

量に含んでいる状態であるが、ビニールシートに付か

ないように、適宜、水を撒きながら、粘土を搗き返し

ていた(写真25)。この工程を30分間繰り返している。

練り上がった素地は、ピニールシートに包まれて、熟

成させられる（写真26）。バン・トウータイでは、ブ

ロック状に切り出され、乾燥した状態でストックされ

ていた（写真27）。ブロック状の粘土は、手斧で粉砕

され（写真28）、コンクリート製の喪に水漬けされる

（写真29）。そして、数日後、バン・モーと同じよう

に、Cbuaを混和して、足で練り上げられる。また、バ

ン・トウータイでは、コンロ製作が専らであることか

ら（写真30）、伝統的器種の粘土と焼粉の混和比率が

異なる。粘土に対して、半分容量のChuaを士練機に入

れて撹枠し、練り込まれる。また、混和する焼粉も紙
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あるいは世帯の選択の差異によって１日あたりの生

産数量に大きな差異が生じている。

製作工程重点的調査を行ったMowNamを取り上げて、

成形における製作工程を整理したい(第１表)。また、

複数世帯のMowNamの製作を取材したものの、ここでは、

適宜、世帯間の比較を織り交ぜるも、主として、Ｈｌ２３

のMowNamの成形過程を取り上げる。なお、各工程にお

いては、製作場所を特定し、製作工具の組み合わせを

表記してから、それぞれの所作を詳述する。

第１工程円柱体成形。土間上。延べ棒。①素地粘土

を円柱状成形し、成形体を回転させながら（後転）、

打ち付けて、円柱体を成形する（写真36）。②円柱体

の回転させながら（時計回り）、土間に下面を打ち付

けて、平坦加工する。上面は、シリンダーの高さにあ

わせて、余分な粘士を指で削ぎ切りして、平坦にナデ

る（写真37）。円柱体を倒立させて、回転（時計回り）

させながら、一方の上面を打ち付けて平坦加工する。

③下面の中央に人差し指を差し込んで、凹みを作り、

この凹みに親指を差し込んで、中指と薬指に力を込め

て、回転（時計回り）させながら、凹みを掴み拡げる。

上面も同じようにする。④外側面中央に粘土を添加す

る。⑤上面の拡張された凹みに対して、濡らした延べ

棒を突き刺す（写真38）。円柱体を横倒して、延べ棒

を軸にして、円柱体を押し転がしながら（前転）、薄

手化し､延べ棒を上下に動かして、回転させ(後退)、

穿孔された凹みを拡張させて、円筒体を成形する（写

真39）。⑥上面を下に向けて、円筒体を起こし、軸を

外す。円筒体上半の内側面をナデる。下面を下に向け

て、円筒体下半の内側面をナデる。⑦円筒体を回転さ

せながら（時計回り）、親指を内側面、中指と薬指を

外側面に当てて、円筒体上半を締める。下半も同じよ

うにする。⑧円筒体内側面上半、成形体の頚部にあた

る部分に粘土紐を添加し、親指を内側面、中指と薬指

を外側面に当てて、円筒体上半を締める（写真40）。

これは、「粘土を棒状にし、その両端から孔をあけて

中空にした形のものである。この原形には底がない。

陶工はこれに板状叩具や当て具を用い、閉じるように

して底を作る。」（楢崎ほか2000）と説明されている。

第２工程口縁部成形｡円柱状成形台｡タタキ板(大）・

当て具（平）・キザミローラー・ピニルウエス。①円

筒体の外側面下端から上端にかけて、タタキで締める

（前進・反時計回り）（写真41）。②円筒体の上面を

タタキで(前進･反時計回り）、平坦にする（写真42)。

③円筒体上半のタタキを入念に行って（前進・反時計

回り）、直立させる（写真43）。④円筒体上端をピニ

ルウエス（後退・時計回り（写真44）、親指及び人差

し指（前進・反時計回り）でナデながら（写真45）、

口唇部を成形する。⑤口唇部に対して、ローラーを当

てながら、口唇部端部にキザミを施す（後退・時計回

り）（写真46)。なお、第２工程と第３工程の間には、

朝食の炊事等を行うため、128分の休憩が挟まれ、これ

を成形体の乾燥時間に当てていた。

第３工程胴部上半～胴部下半の成形（胴部原型）。
円柱状成形体。タタキ板（大）・当て具（平）。①胴

部原型のロ縁部直下から下端にかけて、タタキで締め

る（前進・反時計回り）（写真47）。②胴部原型下端

からロ縁部直下にかけて、タタキで締める（前進・反

時計回り）（写真48）。胴部原型の胴部形状を棗形に

成形する（写真49）。口縁部直下を人差し指でナデな

がら、ロ頚部の段を作出する（写真50）。なお、第３

工程と第４工程の間にも、６０分の休憩が取られ、成形

体の乾燥時間に当てられていた。

第４工程底部の成形（底部原型）。膝上。タタキ板

（大）・当て具（丸）。①胴部原型を回転させながら

（時計回り）、胴部原型下端の筒抜け状の粘土を掴み

取る（写真51）。②成形体を回転させながら（反時計

回り）、棗上の胴部最大径の稜から胴部原型下端にか

けて、タタキながら（前進）、球胴形に成形する。タ

タキながら（前進後退）、筒抜け状の胴部原型下端を

閉塞する（写真52）。③成形体を回転させながら（反

時計回り）、口頚部直下から胴部中位にかけてタタキ

で締めながら（前進後退）、最大径の稜を胴部中位ま

で下げる（写真53）。④成形体を回転させながら（反

時計回り）、胴部下半から胴部上半にかけて、タタキ

で締めながら（前進後退）、最大径の稜を胴部上半ま

で上げる（写真54）。

第５工程文様施文及び胴部上半の成形。MowNam転用

の成形台。夕タキ板（大）・当て具（平）。①ロ頚部

の段の直下をタタキ（前進・反時計回り）、文様を施

文する（写真55）。②文様の直下から胴部上半の最大

径の稜にかけて、タタキで締めながら、（前進・反時

計回り）最大径の稜をやや下げる（写真56）。③文様

の直下から胴部上半にかけて、タタキ板でナデろ（後

退・時計回り）（写真57）。第５工程と第６工程の待

機時間は、昼食の時間であった。成形体は、破損した

MowNamを再利用した成形台の上に置かれ、胴部上半よ

り上位が乾燥した成形体は、倒立させて天日に晒され

ていた（写真58）。

第６工程胴部中位～底部の成形。膝上。タタキ板

（大・小）・当て具（丸・平・小）．①成形体を回転

させながら（時計回り）、胴部上半の最大径の稜をタ

タキ（前進後退）（写真５９．６０）、夕タキ板でナデる

（前進後退）（写真61）。②成形体を回転させながら

（時計回り）、胴部中位から胴部下半にかけて、タタ

キ（前進後退）（写真62）、タタキ板でナデる（前進

後退）。③成形体を回転させながら（時計回り）、底
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部をタタキ(前進後退)、タタキ板でナデ(前進後退)、

丸底に成形する（写真63）。④内面を水で濡らして、

当て具（小）でミガキを行う（写真64）。⑤胴部下半

から底部にかけて、水で濡らしたタタキ板でナデを行

う（写真65）。その後、第７工程までの間において、

成形体に対する水ナデが行われる（写真66）。

第７工程輪台成形（輪台原型）。土間上。①新しい

素地粘土を取り出して、土間上で手練する（写真67)。

②成形単位に切り出して、手持ちで捻りながら（時計

回り）、粘土紐の原型を作出する（写真68）。③粘土

紐原型を土間上で押し転がしながら（前転後転）、粘

土紐を成形する（写真69）。④粘土紐を環繋ぎし、粘

土紐の余分を千切り、粘土紐の両端を接続して、輪台

を成形する（写真70）。

第８工程高台成形（高台原型）。土間上。①輪台を

手持ちで、握り締めながら（写真71）、成形体底部に

載せて、押さえ付ける（写真72）。②輪台を両手の親

指と人差し指及び中指（前進．反時計回り）でナデな

がら、高台を断面三角形状に成形する（写真73）。③

高台の外側面から成形体の底部にかけて、親指で指オ

サエして（前進．反時計回り）（写真74）、中指及び

薬指でナデを行う（後退・時計回り）。

第９工程高台成形。士間上。ピニルウエス｡①断面

三角形状の高台をピニルウエス（後退．時計回り）で

ナデながら、断面台形状の高台を成形する（写真75)。

第１表各工程の時間帯及び所要時間［Hl23］

３－５．乾燥

成形体の乾燥は、各世帯の成形場所で行われる。Ban

Mowでは、H107及びH123のように、３～４日間の天日乾

燥させるのが一般的である。少なくとも３日間程度乾

燥させないと、MowNamの高台等の接合部が裂損したり、

焼成破損の頻度が高まるという。しかしながら、Ｈ１０２

等のように､数時間の天日乾燥で焼成することもある。

３－６゜焼成

焼成場所乾燥した成形体は、リヤカーに積載されて

搬出される。ＨＯ９９・HO57のように、自宅の敷地内で焼

成することもあるが、多くの世帯は、焼成可能な広さ

の敷地を所有していない。村落の周縁にある２ヶ所の

共同の焼成場所を利用している。H128と学校跡地及び

寺院に後背するFFO1と村の新しい集会所に隣接する

FFO2がある。ＦＦは、FiringFieldの略である。Ｈ105に

よると、FFO1の使用料5OBが掛かる。FFO1には、２ケ所

の焼成場所とチュアの焼成場所１ケ所、FFO2には、３

ヶ所の焼成場所があり、焼台等の焼成道具が常備され

ている（写真76）。

燃料藁燃料は、自分が所有する田地等から無償で入

手できる。また、耕作地を保有していない世帯は、現
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２ 

３ 

４ 

０ 

０ 

0 

0 

2２ 

2７ 

３１ 

3５ 

5７ 

4０ 

2６ 

1６ 
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０９:１０ 
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２ 

３ 

４ 
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Ｏ:４４ 
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4６ 
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O:00:５７ 
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0 

０ 

１ 

１ 

5８ 

5９ 

0４ 
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3４ 

1８ 

3２ 
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０:００:３０ 

０:00:４１ 
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金購入している。藁燃料は､稲藁が使用されるが､ＨｌＯ５

によれば、麦等のイネ科植物の藁を使用することもあ

る。１束７～８kgが10Bで販売されている。１束は、さ

らに10束に分けられている（１束あたり700～8009)。

ただし、収穫後、乾季になると、１OBに高騰する。薪燃

料は、カチンが多用され、太薪、中太薪、中薪、細薪、

枝葉等の太さの違いがあるものの、１束単位で販売さ

れることがほとんどである。そのため、重量単位での

厳密な価格が決められていない。HO91によると、伐採

後、２週間程度乾燥されると、重量が４割程度減少す

る。長さ２ｍ程度のカチンは、３１～32kgの中薪束（３０

本位）が2OＢ（写真77）、１１～12kgの細薪束（20本位）

が10Bで取引されている。また、カチンの薪は、マハサ

ラカムやローイエット等の地方都市の街路樹を枝払い

したものであり、伐採の労役の代わりとして、無償入

手し、バン・モーで販売している。３名４日がかりで

トラック輸送し､100本の中薪束を20OBで販売していた

（写真78）。焼成１回あたり及びMowNam1個あたりの

燃料に関するコストを計算すると、HO57は、１日あた

りMowNam１５個を成形し、120個の成形体がまとまるこ

とで焼成に踏み切る。１回の焼成では、リヤカー３台

分の稲藁､30束210～240kgを使用する｡雨季の稲藁は、

１束lOBであり、３０OBが掛かる。また、薪燃料は、さま

ざまな太さを織り交ぜて、lOOBで購入している。その

ため、１回あたりのコストは、薪燃料藁燃料をあわせ

て､４０OBになる｡MowNamの１個あたりの卸売価格が50Ｂ

であり、このうち、燃料コストが８Ｂ16％も占める。

燃料及び土器の配置敷燃料と焼台で焼床を構築し、

点火後、掛燃料を投げ込むことで、覆い天井を形成す

る。きわめて低密閉の覆い型野焼きであることに特徴

がある。予備焼成も行われない。ここでは、HO29及び

HO31の事例を見ながら､具体的な焼成方法を詳述する。

HO29は、まず、長辺2.4m、短辺2.2mの焼床が構築され

た。焼床は、長辺４個（0.8ｍ間隔）、短辺４個（0.73

ｍ間隔)の焼台が据えられ､その上に､第１層として、

短辺方向の中太薪４本（写真79）、第２層として、長

辺方向の中薪が疎らに敷かれた（写真80）。そして、

第３層として、短辺方向の中薪（写真81）、第４層と

して、長辺方向の中薪が敷き詰められた（写真82）。

焼床の火床面からの高さが15cmである（写真83）。そ

して、この焼床の上に、成形体が据え置かれた。１段

目、MowNam（L）１３個、MowHun（L）５２個（写真84）、

２段目、MowThaoloo42個、３段目、ＭｏｗＴｈａｏｌｏｏ７

個、合計114個である（第３図・写真85）。１段目は、

MowNam､MowHunともに、ロ縁部を真下に向けた状態、

２段目は、真上から斜め上方に向けた状態である（写

真86）。また、焼床下部に差し入れる藁燃料及び掛燃

料として投げ込む藁燃料として稲藁が準備された。

HO31は、まず、長辺3.8m、短辺3.0mの焼床が構築され

た。焼床は、長辺６個（0.76ｍ間隔）、短辺４個（1.0ｍ
間隔）の焼台が据えられ、次に、第１層として、短辺
方向の中太薪６本、第２層として、長辺方向の中薪５
本が設置された｡次に､第３層として､短辺方向の枝、
第４層として､長辺方向の中薪(－部､竹11kgを含む｡）
が敷き詰められた。焼床の火床面からの高さが15cmで

あり、焼床の敷燃料の総重量は、130kg前後である（第
４図・写真87）。そして、この上に成形体が据え置か
れた。１段目、ＭｏｗＮａｍ（L）６３個、２段目、ＭｏｗＮａｍ
（L)１７個､合計80個である（写真88)。１段目のMowNam

は、ロ縁部を真下に向けた状態、２段目は、ロ縁部を
南東方向斜め上方に向けた状態である。１段目のMow

Namの隙間には､蓋が差し入れられた(第７図･写真89)。
また、焼床下部に差し入れる藁燃料及び掛燃料として

投げ込む藁燃料として、あわせて、稲藁150kgが準備さ

れた。投げ込む藁燃料には、少量の水を掛けておく。
敷燃料の稲藁は、焼台の間隔、高さ15cmの隙間に差し
込み、きわめて少量の稲藁が掛燃料の一部として据え
られた（写真90）。

燃焼過程焼成は、とくに、時間帯が限られないもの

の、急激過ぎる昇炎・昇温を回避するために、無風状
態を見計らって、点火している。また、点火にあたっ

て、焼成場所周辺の可燃物に対して、入念に水撒きを

行っていた。低密閉・薪多用型の覆い型野焼きである

ことから、焼成時間は、きわめて短時間である。ＨＯ３１

の焼成を見ると、まず、敷燃料の焼床に着火させるた

め、稲藁を焼床下部に差し入れて（写真91）、点火す

る（写真92）。点火直後、大きな炎が上がり、掛燃料

の藁も燃え尽きてしまった。そのため、点火後、１７分

間、目出帽を被り、炎に煽られながら、水が振り掛け

られた稲藁を投げ込む。稲藁に水を掛けるのは、投げ

込みの際､炎が燃え移らないようにするためである(写

真93）。そして、稲藁を小刻みに投げ込み続けて、覆
い天井を形成する（写真94）。また、松葉箒で周囲の

稲藁及び藁灰を杭き取り、覆い天井に載せ掛ける（写

真95）。２０分後、焼成温度670℃に到達した。２１分後、

自然煙道に対して、少量の稲藁を投げ込み、開口部を
閉塞する（写真96）。２２分後、火床面から高さ１５cmに

わたって、風上側から藁灰を続き取りながら、四囲を

開口させる（写真97）。そして、四隅のMowNamのロ縁

部を外側に向けて、斜め上方に据え直す（写真98）。

27分後､炎が収束したものの､焼床の薪燃料が燃焼し、

最高温度580～850℃を記録した。４０分後、510℃、４５

分後、520～640℃まで降温した。101分後、薪燃料が煉

っていたものの、焼成体を取り上げはじめた。点火直

後、大きな炎が上がることから、成形体の周囲も苛性

的昇温をしたようである。Hl23によれば、チユアを混
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写真７６焼成場所に常備されている焼台[FFO1］写真８１焼床構築の第３層（細枝の敦燃料）［HO29］写真８６成形体の積み上げ状態(MowHun主体）［HO29］

写真７７３０本のｶﾁﾝの中薪束[HO31］写真８２焼床構築の第４層（中枝の敷燃料）［HO29］写真87焼床構築の第４工程(中枝と竹の敷燃料)[HO31］

写真８３焼台による焼床と火床面の隙間[HO29］写真８８１段目・２段目の配置(MowNamのみ）［HO31］写真７８校払いされた街路樹の薪[HO29］

写真７９焼床構築の第１層仲太枝の敷燃料）［HO29］写真８４１段目の配置(MowHm主体）［HO29］写真８９MowNamの隙間に差し入れた蓋[H031］

写真９０焼床下部に差し入れる稲藁[HO31］写真８０焼床構築の第２層（中枝の敷燃料）［HO29］写真８５２段目の配置(MowHun主体）［HO29］
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写真９１焼床下部に差しＭ１’た敷燃料[HO31］ 写真９６開口部に稲藁を投げ込む様子[HO31］写真101焼成体を竿提しながら取り崩す儀子[HO29］

写真９２周縁から点火[HO31］ 写真９７周縁が開口された様子[HO31］ 写真102取り上げた様子[HO31］

iili1iiili篭iilil鑿1才．鱸i鑿鑪i1譲驫鑿議鱒驫：蕊織！

写真９３ｔ１１燃料として投げ込む稲藁[HO31］写真９８四隅の成形体のﾛ縁部を外側に向ける［HO31］写真103火色が頻出し黒斑が少ない焼き上がり[HO31］

写真９４１卦燃料の稲藁を投げ込む様子[HO31］写真９９焼床から火床面に沈降した様子[HO31］写真104MowNamを中心に黒斑が頻出する様子[HO29］

!i霧驫ｉｌｉｌｌ霧霧蕊蕊霧騨霧蕊鍵ｉｌｉｉ蕊蕊霧轤露霧議鱸

写真９５周縁の藁灰を除去する様子[HO31］写真100鎮火した様子(焼床の一部が傭ぶる）［HO31］写真105MowNamの内面の残存黒斑[HO2］



徳澤啓一・小林正史2６ 

り、季節的な切り替えをしている。

受注生産卸売業者あるいは仲買人が仲介している。

また、店舗を構える小売業者が直接買付ける。バン・

モーでも３人の仲買人が存在するが、卸売りのほとん

どの世帯は、HO29を介している。その理由は、出稼ぎ

等で男手が足りない場合、未焼成のまま仕入れたり、

焼成を請け負うこともできるからである。生産者に対

するきめ細やかな対応があることによる。また、ほと

んどの世帯が卸売りを選択する理由としては、主たる

販売の担い手である男`性が不在であることとトラック

等の輸送手段を持ち合わせてないことが挙げられる。

そのため､受注生産の移行が急激であり､器種や数量、

生産時期等の生産様式は、卸売業者や仲買人の意向に

左右されるようになった。H123は、１２月、MowNamだけ

を生産していたが、マハサラカムの小売業者からの電

話連絡で、１月もMowNam200個の注文が入った｡当面、

MowNumばかりを製作することになる。さらには、小売

業者の意向を汲んで、現代的器種を生産することもあ

り、伝統的器種に対しても、形態や意匠の変更が要求

されることもある。

自主生産一部の世帯では、自宅兼店舗、あるいは、

市場、行商における直接販売を行っている。季節的な

需要や得意先の買い替え需要を当て込んで、器種及び

数量を自律的に生産調整し、販売先及び販売時期等を

決定している。また、直接販売を選択する理由として

は、ＭｏｗＮａｍの場合、仲買人から40～5OBの卸売価格で

買い入れられるが、直販すれば､８０～9OBの小売価格で

売り捌くことができる。また、購入者の懐具合に合わ

せたり、手提げ容量の玄米と現物交換したり、取引の

融通性が挙げられる。市場、とくに、行商による販売

は、トラック等の輸送手段が販路拡大の決め手となる。

舗装道路や輸送手段が発達するまでは、バン・モーか

らマハサラカム、あるいはローイエット等の地方都市

まで、天秤棒に担いで、３～４日かけて行商していた

という。５～６年前、自動二輪車とリヤカーの組み合

わせ、ピックアップトラック、そして、大型トラック

で行商されるようになった。HO57は、自動二輪車とリ

ヤカーの組み合わせで行商を行うようになった。その

販売経路は、きわめて広域であり、マハサラカム、ボ

ーラブー、バンパイ、モンポンにかけての往復200kｍ

を１日で売り切る（第６図）。早朝５時30分、自宅を

出発し、夕方あるいは夜遅くなってでも、できる限り

商品を捌けさせる。燃料コスト20OBをかけても、直販

方式を選択するメリットがある。１回の行商でMow

Nam60個を輸送する。１回あたりの輸送コストは、ガソ

リン代の200Bである。MowNam1個あたりの輸送コスト

が３Ｂとなり、小売価格が80～90Bに対して３～４％を

占めるものの、小売価格から輸送コストを差し引いて

和しない成形体を焼成したところ、この時点で、ほと

んどの成形体が破裂したという。そのため、バン・モ

ーにおいて、焼粉が普遍的に混和されることは斗こう

した焼成時の昇焔昇温を前提としていると考えられる。

また、焼床上に整列されていた成形体は、焼床が焼け

落ちても、積み上げられた位置関係を崩さずに、その

まま火床面に沈降していた（写真99）。適宜、投げ込

まれた稲藁も灰化して､最終的には､低密閉ながらも、

覆い天井を形成していた（写真100）。

取り出し２ｍ程度のカチンの中枝を口縁部に挿し込

んで､積載された状態の焼成体を取り崩す(写真101)。

そして、焼成体を竿提げしながら、火床面から遠ざけ

る。煉っている薪燃料に対しては、水撒きしながら鎮

火し、藁灰と燃え残った炭を分別し、藁灰は、士嚢袋

等に詰め込んで回収される。焼台も戻される。焼成体

は、器種毎で仕分けされ、一旦、火床面周辺に集積さ

れる。自然冷却されるまで放置される（写真102）。素

手で取り上げられるまで降温すると、リヤカーで搬出

される。そして、焼き上がった土器の集積場所は、土

器づくり世帯の敷地あるいは仲買人の在庫置場である。

また、仲買人がトラックで焼成場所に乗り付け、その

まま出荷することもある。

黒斑等の焼成痕跡の産状バン・モーの焼成方法は、

取り出し動作がきわめて迅速であり、また、取り出し

直後に出荷されることもある。今回、黒斑等の焼成痕

跡の形成過程を吟味するため、焼成体と燃料材の位置

関係を把握しようとしたものの、十分な黒斑や火色の

観察及び記録を果たせなかった。HO31とHO29を比較す

ると､焼成方法の違いでないものの､焼成時の状況性、

つまり、焼成雰囲気の差異が見られる｡HO31は､MowNum

だけに限定された大型器種中心の焼成であることに対

して、HO29は、ＭｏｗＮｕｍ、ＭｏｗＨｕｎ及びMowThaolooで

混成された小型器種中心の焼成である。HO31は、火色

が頻出し、大きな黒斑が僅少であることに対して（写

真103）、HO29は、火色の出現頻度がきわめて低調であ

り、外B面（上向き面）における藁接触黒斑が頻出した

（写真104）。また、火回り不良で、内外面ともに、残

存黒斑が多出した（写真105）。HO29は、覆い天井を構

築する稲藁を投入するタイミングが遅れてしまったた

めに、炎が収束し、覆い天井で火回り不良となったよ

うである。また、HO31は、MowNuml点の高台が継ぎ目

から断裂し、HO29では、MowHun2点が若干鱸割してい

た。焼成に伴う破損率はきわめて低いといってよい。

３－７．販売

販売形態バン・モーでは、卸売りを前提とする受注

生産と直接販売を前提とする自主生産が行われている。

それぞれの世帯事情に合わせて、これらを織り交ぜた
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第７図HO57の１日の行商経路と周辺の伝統的土器づくり村

(MICHELIN1/1,000,000ThailandTouristandMotoringAtlas抜粋一部改変）

t)余りある。また、５～６世帯が協働して、行商する

こともある。ノンソンホン、ナチェックあたりまで足

を伸ばすことになる。トラックのチャーター代及びガ

ソリン代の輸送コスト1,50OBを払っても、MowNamであ

れば500個以上を売り上げれば､単独で行商するよりも、

利益率が高くなる。

小売価格土器の価格は、季節性がある。４月のソン

クラーンでは、水甕の需要が高まる。観光シーズンで

もあるので、外食産業が活気付くことになる。タイ料

理の食堂やレストランからの注文で、土器づくりもき

わめて忙しくなる。HO12によれば、SukiYakilsanと

いわれる郷土料理で使用されるThaiSukiセットは、年

末年始、５０Bから7OBに値上がりするという。

備された。しかしながら、森林破壊を伴う農水産物生

産地の拡大は、深刻な環境破壊を惹き起こし、1982年

以降、世界的な農産物価格の暴落と相俟って、アグリ

ピジネスの展開による国土の均衡な発展を見込めなく

なった。その結果、バンコク地域圏における資本投下

が極大化し、この数年、年率６％前後の経済成長を達

成している。一方、国内総生産（GDP）に占める農林水

産業の割合は、１０％前後にまで落ち込んでいる。にも

かかわらず、農林水産部門の就業者数は、依然、全体

の50％前後を占めている。そのため、バンコク地域圏

と地方の所得が隔絶し、歪な格差社会が現出した。そ

して、地方都市近郊、あるいは、農村部の失業率が高

水準にあることから、依然、出稼ぎ圧力が強まってい

る。また、積極的な出稼ぎの背景として、農村部にお

ける現代的な生活様式の浸透が挙げられる。イサーン

においても、インフラ整備が進んでおり、それぞれの

世帯では、テレビや冷蔵庫等の家電製品が普及し、自

動二輪車に加えて､自動車の保有率も増加しつつある。

地方において、雨季潅概水稲作を中心とする自給的な

世帯生業を維持するだけでは、現代的な生活水準を獲

得できない。現代的な生活様式に移行することで、現

４．伝統的土器生産様式とその変容

４－１．農村部の労働人口の流出

タイ王国は､バンコクを中心とする地域圏において、

第２次産業及び第３次産業が集積され、著しい経済発

展を遂げた。また、「日本の台所」といわれるとおり、

地方中核都市の地域圏において、アグロインダストリ

ーに対する積極的な設備投資が行われ、産業基盤が整
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４－３．土器づくり世帯の減少と農村復興

バン・モーでは､2002年の調査において、197世帯815

人という人口統計が示されており、このうち､８０％（引

退した製作者も含む)の157世帯が土器づくりに関与し

ていた。今回、2006年12月、土器づくり世帯が集住す

る村落の中心部分に限定し、142世帯に対して、伝統的

土器づくりに関する実態調査を行った。その結果、４２

世帯（29％）において、伝統的土器づくりが継続され

ていることを確認できた。また、３２世帯（22％）は、

すでに、伝統的土器づくりを退役していた。わずか５

年前後が経過したに過ぎないが、土器づくり世帯が激

減し、バン・モーの半数以上の世帯が伝統的士器づく

りと疎遠になっている｡退役した理由としては､まず、

伝統的土器づくりを担ってきた母親（第１世代）の高

齢化である。次に、賃金労働に従事する子供（第２世

代）に代わって、親（第１世代）が孫（第３世代）の

面倒を見るためである。そして、事業をはじめた父親

（第１世代）ないしは子供（第２世代）を母親（第１

世代）が手伝うようになったためという回答が挙げら

れた｡伝統的土器づくりの衰退は､第１世代の高齢化、

そして、第２世代の異職種従事に伴う後継者の不在が

密接に結びついており、伝統的土器づくりは、急速か

つ確実に減少している。しかしながら、バン・モーか

らの出稼ぎ労働者のうち、定職としての雇用を獲得で

きているのは５世帯に過ぎない。農村部からの出稼ぎ

労働者は、職業訓練や教育水準が低いことから、土木

建築業や流通小売業を中心とするインフォーマル・セ

クターにおいて、日雇い労働に従事している。そのた

め、スラム等が形成され、さまざまな都市問題が噴出

している。こうした地域間格差及び所得格差こそが、

地方都市における産業構造の虚弱化と農村の空洞化に

拍車をかけている。タイ王国としても焦眉の対応が迫

られている｡地域振興策としてのOTOP(onetangbonone

product)が代表的である。また、バン・モーでは、独

立行政法人国際協力機構（JICA）の無償資金援助によ

る農村開発支援の一環として、電動轆轤や鋳込み成形

を主とする現代的土器づくりが展開されている。キャ

リアが問われないことから、伝統的土器づくりと無縁

であった人々も参加している。今のところ、伝統的土

器づくりに対する技術的影響は顕在化していない。現

代的土器づくりは、ＢＨＮ（BasicHumanNeeds）を優先

して、都市部と農村部の経済格差を縮減し、貧困農村

の経済開発を行うための取り組みである。しかしなが

ら、バン・モーでは、現代的土器づくりが定着せず、

ほとんどの住民が関係付いていない。また、伝統的土

器づくりからの転換を果たした世帯もきわめて少ない。

現代的土器づくりの移植は、必ずしも格差社会解消の

決め手となっていないようである。

金支出の必要性が高くなり、現金収入に重点を置いた

就業形態に転換せざるを得なくなっている。バン・モ

ーにおいても､出稼ぎ労働者を大量に送り出している。

マハサラカム、あるいは、コラート、コーンケン、ロ

ーイエット等の地方都市では、雇用先が僅少であるた

め、バンコク地域圏への出稼ぎ、観光産業を中心とす

る南部への出稼ぎ、そして、海外への出稼ぎが急増し

ている。調査期間中、常時不在であった11戸（７％）

も長期間の出稼ぎに従事している可能性が高い。こう

した地域間格差が地域経済にも影を落とし、伝統的土

器づくりの生産様式にも大きな影響を与えている。

４－２．伝統的土器生産に伴う労働力の欠乏

バン･モーは､県都マハサラカムの近郊農村である。

「19世紀初期に始まって、土地の不足、乾魎あるいは

洪水といった問題に直面したタイーコラートの陶工世

帯は、コラートから東北部の比較的人口が密集してい

ない地域に移動した。」（楢崎ほか2000）とあるとお

り、ナコーン・ラーチャシーマ一、つまり、コラート

近郊からの移住者によって、開拓された伝承をもつ村

落である。かつて、第１世代、第２世代、第３世代が

在村し、雨季潅概水稲作を展開してきた。しかしなが

ら、近年、第２世代の多くが出稼ぎで不在であること

から、第１世代だけの「３チャン農業」の世帯も少な

くない。また、農閑期になると、伝統的土器づくりが

開始される。第２世代に加えて、第１世代の父親の一

部が出稼ぎで不在となる。そのため、第１世代の母親

と父親の一部が伝統的土器づくりに従事している。多

くの世帯では、母親は成形を担当し、父親は、粘土や

燃料の調達、素地粘土やChuaの調整、焼成や販売を担

当し、父親の関与程度はきわめて高い。また、息子や

孫息子が在村する世帯もあり、土器づくりに関する労

役を手伝うことがある。土器づくり職人として、女性

の役割が注目されがちであるが､男性が不在であれば、

伝統的土器づくりが成り立ち難い事情もある。そのた

め、土器づくりに付帯する労役の担い手が不在の世帯

に対しては、Chua製作や粘土採掘の専門業者が臨時の

手伝いをするような補完関係が取り結ばれている。土

器づくり職人の注文に合わせて、粉砕加工や自宅まで

の運搬等にも応えてくれる。また、HO29の仲買人のよ

うに、男性不在の世帯の場合、成形・乾燥後の未焼成

の成形体を仕入れて､焼成を肩代わりすることもある。

勿論、焼成に伴う費用と手数料を差し引きしてから仕

入れている。焼成済みのMowNamであれば、５OBで仕入

れるところを、未焼成であれば、３OBで取引している。

また、伝統的土器づくりを退役した職人の一部は、現

役の土器づくり職人と雇用関係を結んで、日雇いとし

て、繁忙期、士器づくりを手伝うこともある。
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５．おわりに～伝統的土器づくりの継承～

タイ王国では、かつての“ムアン”に加えて、現代

的な都市空間が増殖している。これは、1960年代、急

速な工業化が推し進められたことに原因する。経済開

発計画では、都市基盤整備のため、大幅な自然改変を

伴う入植や荒蕪地開墾が展開された。そのため、バン

コク等の主要都市以外の地方中核都市が複数現出する

ことになった。また、タイ王国の経済成長が見込まれ

ることで、国内外からの投資が活発となり、主要都市

及び地方中核都市は、多国籍企業による国際分業の一

角を担うようになった。タイ・バーツ危機以降、緩や

かな経済成長を続ける中で、北部のチェンマイ、東北

部のコーンケンやコラートといった地方中核都市にお

いても、地域の空間構造及び人口配置、そして、産業

構造が再編成されはじめている。こうした状況下にお

いて、地方中核都市を中心とする地域圏では、第２次

産業及び第３次産業における労働者不足が恒常化する

ようになった。そのため、人手不足が深刻な地方中核

都市の労働者市場に対して、近郊農村の農業従事者が

流入することになった。そのため、近郊農村では、通

勤兼業及び農閑期における季節的臨時的兼業､つまり、

日雇いという就業形態が一般化し、自作戸数及び自作

面積が縮減するというドミノ連鎖が生じている。しか

しながら、マハサラカム等の地方都市では、労働者市

場が大きくないため、就労人口に対する通勤兼業の割

合はさほど大きくない。ただし、通年的出稼ぎとこれ

を上回る農閑期の季節的出稼ぎの労働者がバンコク等

の主要都市に流出している。とくに、都市雑業層の労

働者は、地方都市圏あるいは農村部からの出稼ぎで占

められ、所得格差の問題とともに、農村部の空洞化が

危倶されるようになった。しかしながら、農村部にお

ける出稼ぎ等の農業以外の職業従事は、世帯内におけ

る世代周期の問題であり、出稼ぎの一般化が農村構造

の瓦解と必ずしも結び付かない。第１世代が現役で主

体的な農業労働者である限り、第２世代は、農業以外

の職業従事を選択せざるを得ない。とくに、イサーン

における雨季潅概水稲作においては、土地所有程度等

にも左右されるが、世帯総出で従事しなければならな

い生産性でない。２世代で農業従事したとしても、少

なくとも、農閑期は、出稼ぎせざるを得なくなる。世

帯生業を相続する前提の第２世代は、第１世代から相

続するまでの空白時間を農業と出稼ぎを往き来しなが

ら待機している。伝統的土器づくりも同様である。第

１世代の娘は、幼少の頃、伝統的土器づくりを習得す

るものの、第２世代が相続するまで、出稼ぎ等によっ

て、土器づくりの関与程度が一旦皆無となる。第２世

代が本格的な土器づくりに着手するのは、婚姻後、あ

るいは、相続後、出稼ぎ等を経験し、帰郷してからの

ことである。バン・モーでは、婚姻後も母方居住が多
数を占めるとおり、土器づくりのキャリアをもつ娘が

帰郷することではじめて、伝統的土器づくりが再開、
そして、継承される。このように、世帯生業及び伝統

的土器づくりの継承は、それぞれの地域圏における農
業以外の労働市場の規模、都市部と農村部の地理的距
離、そして、相続までの世代周期によって左右される

と考えられる。このように、バン・モーのような地方

都市の地域圏では､出稼ぎが一般化したからといって、
農業及び伝統的土器づくりの後継者が不在ということ

では決してない。また、農業以外の雇用が少ないこと

から、農閑期の女性の現金獲得手段として、伝統的土

器づくりは、副業としてきわめて調和的である。ただ
し、今後、マハサラカム等の地方都市が更なる経済成
長を遂げることで、地方中核都市並みの労働者市場が

現出すれば、後継者が通勤兼業、そして、通勤専業と

いう就業形態に転換し、伝統的土器づくりの継承も危
機的局面を迎えるかもしれない。
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Traditional pot-making has survived in various regions of the Southeast Asian continent in 

cluding Thailand, Laos, Myanmar, Cambodia, Vietnam, and Southwest China. The production 

form and the content of the fabrication method vary by the region. The genealogy of the tradi 

tional pot-making may be understood by organizing the relationship among the races who are the 

fundation of the interregional relationship. It is necessary to survey the region, the ethnicity, and 

the historicity with prefecture, village, rural community, and household as the unit. In Kingdom 

of Thailand, the technical content varies in the northern part, central part, and northeastern part 

of the country. In the field study in 2006, our observation and hearing investigation on the tradi 

tional pot-making were executed by targeting the various Thai-speaking peoples living in the 

northeastern part including Thai Lao, etc. We visited Ban Mow village in the outskirts of Maha 

sarakham for the research, and organized the form of production and the fabrication method. 

There were three features: l) Production of a basis material with Chua mixed; 2) Production of 

the cylindrical, primary molding body called Cylinder, and; 3) Open-air burning in which plenty of 

firewood is used under a low seal-up condition. This time, we will pick up the production process 

in Mow Nam as an example, and organize the findings on clay mining, Chua production, basis 

material production, molding, desiccation, burning, and sales in order to describe in detail the 

form of production and the fabrication method in Ban Mow. Moreover, the regional economy cir 

cumstances in the farm villages have changed dramatically due to the economic growth after the 

baht crisis in Thailand. The change in the life style according to the modernization was the result 

of the economical/social adaptation, and the traditional pot-making too underwent a remarkable 

change. Also, we'd like to foresee how the tradition would develop in the future. 


